
 

            

９
月
１７
日
午
後
「
２
０
１
６
ピ
ー

ス
エ
ッ
グ
イ
ン
お
お
さ
か
」
が
信
太

山
青
少
年
の
家
で
ス
タ
ー
ト
。 

日
本
平
和
委
員
会
と
大
阪
実
行
委

員
会
＝
大
阪
平
和
委
員
会
青
年
学
生

部
・
青
年
協
議
会
が
主
催
す
る
青
年

に
よ
る
青
年
の
た
め
の
宿
泊
行
事
。 

３
日
間
に
わ
た
り
少
人
数
の
班
に

分
か
れ
て
平
和
を
中
心
に
と
こ
と
ん

議
論
す
る
と
と
も
に
、
楽
し
い
仲
間

と
一
緒
に
時
間
を
過
ご
す
の
が
こ
の

イ
ベ
ン
ト
の
醍
醐
味
。 

北
は
北
海
道
か
ら
西
は
岡
山
県
と

全
国
各
地
か
ら
や
っ
て
き
た
青
年
た

ち
は
、
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
の
後
、
さ
っ

そ
く
班
ご
と
に
自
己
紹
介
・
ア
ピ
ー

ル
を
行
い
参
加
の
動
機
や
抱
負
も
語

り
合
い
ま
し
た
。 

続
い
て
青
年
た
ち
は
、
「
戦
争
体

験
を
引
き
継
ぐ
」
「
憲
法
を
学
び
、

好
き
な
条
文
を
見
つ
け
る
」
「
平
和 

っ
て
な
ん
だ
ろ
う
？
」
「
競
争
教
育 

の
実
態
は
」
な
ど
６
つ
の
分
科
会
に

移
り
、
講
師
や
パ
ネ
リ
ス
ト
の
話
を

聞
き
、
納
得
が
い
く
ま
で
質
問
討
論 

  

を
続
け
ま
し
た
。 

こ
の
ピ
ー
ス
エ
ッ
グ
に
は
延
べ
９０

人
近
い
青
年
が
参
加
す
る
予
定
で
す
。

彼
ら
の
成
長
が
楽
し
み
で
す
。 

な
お
、
第
２
分
科
会
で
パ
ネ
リ
ス

ト
を
務
め
た
「
あ
す
わ
か
」
の
女
性

弁
護
士
が
入
会
し
て
く
れ
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
憲
法
改
悪
反
対
の
た
た
か

い
が
重
要
に
な
る
な
か
、
大
き
な
役

割
を
果
た
す
弁
護
士
が
仲
間
に
な
っ

て
く
れ
た
こ
と
は
嬉
し
い
限
り
で
す
。 

   

９
月
１１
日
午
後
、
高
島
市
今
津
町

住
吉
公
園
で
標
記
の
集
会
が
「
ふ
る

さ
と
を
ア
メ
リ
カ
軍
に
使
わ
せ
な
い

滋
賀
連
絡
会
」
主
催
で
行
わ
れ
、
愛

知
県
や
関
西
６
府
県
か
ら
７
８
０
人

が
集
ま
り
ま
し
た
。 

集
会
で
は
沖
縄
県
選
出
・
伊
波
洋

一
参
院
議
員
が
、
「
今
、
米
軍
機
が

勝
手
気
ま
ま
に
上
空
を
飛
行
す
る
な

ど
沖
縄
県
・
高
江
、
あ
い
ば
野
演
習

場
を
は
じ
め
日
本
中
が
米
軍
の
訓
練

場
に
さ
れ
て
し
ま
っ
て
い
る
。
こ
ん

な
事
態
を
止
め
る
た
め
、
沖
縄
県
民

と
本
土
の
み
な
さ
ん
が
連
帯
し
て
た

た
か
う
必
要
が
あ
る
」
と
連
帯
挨
拶

を
し
ま
し
た
。
ま
た
、
宮
本
岳
志
日 

本
共
産
党
参
院
議
員
は
「
あ
い
ば
野

で
の
日
米
合
同
訓
練
は
安
保
関
連
法

（
＝
戦
争
法
）
発
動
に
向
け
た
訓
練

だ
。
こ
ん
な
物
騒
な
訓
練
に
は
反
対

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ま
た
１１
月

南
ス
ー
ダ
ン
Ｐ
Ｋ
Ｏ
に
派
遣
さ
れ
る 

 

９
月

１４

日
、
天
王
寺
平
和
委
員

会
・
九
条
の
会
は
１３
名
の
参
加
で
会

館
内
を
森
田
敏
彦
会
員
の
ガ
イ
ド
で

見
学
し
て
、
終
了
後
、
昼
食
を
取
り

な
が
ら
交
流
し
ま
し
た
。 

ピ
ー
ス
お
お
さ
か
（
大
阪
国
際
平

和
セ
ン
タ
ー
）
は
１
９
９
１
年
９
月 

戦
争
反
省
と
恒
久
平
和
追
求
の
高
い

設
置
理
念
を
も
と
に
旧
大
阪
砲
兵
工

廠
跡
地
の
一
角
に
設
置
さ
れ
ま
し
た
。 

そ
し
て
昨
年
会
館
内
を
リ
ニ
ュ
ー 

   

自
衛
隊
員
に
新
任
務
（
「
駆
け
つ
け

警
護
」
や
「
宿
営
地
共
同
防
衛
」
）

が
付
与
さ
れ
れ
ば
、
戦
後
初
め
て
自

衛
隊
員
が
「
殺
し
殺
さ
れ
る
」
戦
闘

に
巻
き
込
ま
れ
て
し
ま
う
。
こ
ん
な

事
態
は
平
和
憲
法
に
か
け
て
何
と
し

て
も
く
い
止
め
よ
う
」
と
訴
え
ま
し

た
。 集

会
後
、
参
加
者
は
同
公
園
を
出

発
し
「
日
米
合
同
演
習
は
や
め
ろ
」

と
コ
ー
ル
し
な
が
ら
市
中
を
デ
モ
行

進
し
近
江
今
津
駅
で
解
散
し
ま
し
た
。 

な
お
、
こ
の
集
会
に
は
大
阪
平
和

委
員
会
事
務
局
以
外
に
、
旭
区
、
北 

区
、
堺
、
吹
田
の
各
平
和
委
員
会
か 

ら
多
数
会
員
が
参
加
し
ま
し
た
。 

ま
た
、
８
月
２４
日
集
会
に
先
立
ち

近
畿
中
部
防
衛
局
に
対
し
て
上
羽
大

阪
平
和
委
員
会
事
務
局
長
を
含
む
２３

人
が
参
加
し
て
「
あ
い
ば
野
で
の
日

米
合
同
演
習
の
中
止
を
求
め
る
申
し

入
れ
」
行
動
を
実
施
し
ま
し
た
。 

ア
ル
し
ま
し
た
が
、
か
つ
て
の
侵
略

戦
争
の
加
害
に
触
れ
な
い
な
ど
展
示

内
容
が
大
幅
に
変
わ
り
ま
し
た
。
新

し
い
展
示
は
各
方
面
か
ら
批
判
さ
れ

て
い
ま
す
が
、
い
っ
た
い
ど
の
よ
う

に
変
え
ら
れ
た
の
か
を
考
え
て
み
る

の
が
見
学
の
目
的
。 

 

「
き
れ
い
に
展
示
さ
れ
す
ぎ
て
、

戦
争
に
屈
し
た
感
じ
が
す
る
。
」
な

ど
の
感
想
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。 
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今月の言葉 
「全国最大規模の日本会議支部誕生」 

 
「２００６年１２月、東大阪市内で開かれ

たその結成集会には２５０人が参加し、支部
会員が５００人に達したとの報告がなされ
た。これは全国最大規模の日本会議の支部の
誕生だった」 
（『日本会議とは何か』上杉聰著） 
八尾、松原、柏原３市も含まれる支部だが、

平和委員会もこの４市に改憲に突き進むカル
ト集団・日本会議を圧倒する支部（基礎組織）
の創設が急務となっている。 
 

 

 

  

 

 

  

 

１０月の行事案内 

8 （土）旭区「平和のつどい」14:00 旭区民センター  
畑田重夫日本平和委員会顧問の講演  

    和歌山平和委員会「平和学校」午後 上羽講師 
９（日）東大阪総会 午後 改憲問題について上羽報告 
15（土）平和のつどい 13:30 たかつガーデン 
         講演「わが憲法人生」内藤功弁護士 
16（日）八尾駐屯地監視行動 9:30 ＪＲ志紀駅集合 
21（金）秋の憲法大学習会 18:30 たかつガーデン 

 渡辺治一橋大学名誉教授の講演 
日本平和大会大阪代表団十和田奥入瀬見学 

22 (土） 日本平和大会イン三沢 〔～23（日）〕 

 

 

    

15日（金）吹田平和委準備会発足！学習会 

 



 

大
阪
平
和
委
員
会
は
９
月
１５
日
昼
、

近
鉄
上
本
町
駅
頭
で
天
王
寺
、
生
野

両
平
和
委
員
会
の
仲
間
計
８
人
で
沖

縄
連
帯
「
１５
日
行
動
」
を
実
施
し
ま

し
た
。
買
い
物
な
ど
で
行
き
交
う
人

に
「
大
阪
府
警
に
よ
る
高
江
へ
の
機

動
隊
派
遣
、
村
民
弾
圧
は
中
止
さ
せ

よ
う
」
「
安
倍
政
権
は
県
民
の
心
を

踏
み
に
じ
る
米
軍
基
地
を
押
し
つ
け

な
い
で
」
と
呼
び
か
け
、
日
本
平
和

委
員
会
作
成
の
「
沖
縄
・
高
江
に
も

辺
野
古
に
も
米
軍
基
地
は
い
ら
な

い
」
と
訴
え
る
チ
ラ
シ
を
配
り
ま
し

た
。 わ

ず
か
３０
分
余
の
行
動
で
し
た
が
、

安
倍
暴
走
政
権
に
よ
る
民
主
主
義
と

地
方
自
治
、
個
人
の
尊
厳
を
ふ
み
に

じ
る
沖
縄
県
へ
の
米
軍
基
地
押
し
つ

け
に
怒
っ
て
い
る
人
が
多
く
、
「
沖

縄
・
高
江
で
の
ヘ
リ
パ
ッ
ド
工
事
中

止
を
求
め
る
」
署
名
は
計
２１
筆
集
ま

り
ま
し
た
。 

              
 

 
 

９
月
１４
日
午
後
、
上
羽
大
阪
平
和

委
員
会
と
植
田
安
保
破
棄
大
阪
実
行

委
員
会
両
事
務
局
長
が
大
阪
府
警
本

部
長
に
「
沖
縄
県
・
高
江
へ
の
機
動

隊
派
遣
中
止
の
申
し
入
れ
書
」
を
提

出
し
ま
し
た
。 

府
警
側
は
４
人
が
対
応
。
「
…
（
聞

き
置
く
だ
け
）
」
「
警
備
上
の
問
題

で
お
答
え
で
き
な
い
」
と
の
ら
り
く

ら
り
と
し
た
応
対
に
終
始
し
ま
し
た
。

最
後
に
、
要
請
書
に
対
す
る
回
答
を

後
日
連
絡
し
て
も
ら
う
こ
と
で
要
請

行
動
を
終
了
し
ま
し
た
。 

な
お
、
こ
の
要
請
は
朽
原
亮
日
本

共
産
党
府
議
の
力
添
え
で
実
現
し
た

も
の
で
、
同
議
員
も
同
席
し
ま
し
た
。 

                   

 

８
月
末
、
和
泉
平
和
委
員
会
の
寺
田

会
員
よ
り
同
市
の
広
報
９
月
号
（
６

９
３
号
）
に
「
来
年
で
創
立
６０
周
年 

陸
上
自
衛
隊
信
太
山
駐
屯
地
」
と
題

す
る
特
集
記
事
が
ト
ッ
プ
で
掲
載
さ

れ
て
い
る
と
の
報
告
が
送
付
さ
れ
て

き
ま
し
た
。
１
頁
目
は
「
防
衛
」
「
災

害
派
遣
」
「
国
際
協
力
」
の
３
つ
の

任
務
紹
介
、
２
頁
目
は
万
が
一
災
害

が
起
こ
っ
た
ら
…
「
頼
れ
る
存
在
」
、

い
ざ
と
い
う
時
の
た
め
に
―
す
ぐ
に

対
応
で
き
る
よ
う
に
訓
練
、
３
頁
目

は
新
隊
員
２
人
へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
、

団
結
力
が
大
切
―
７
月
、
市
職
員
が

研
修
の
た
め
に
体
験
入
隊
、
中
学
生

の
職
場
体
験
、
４
頁
目
は
夏
休
み
ち

び
っ
こ
体
験
、
予
約
制
の
部
隊
見
学

な
ど
信
太
山
駐
屯
地
の
市
民
へ
の
開

放
、
自
衛
官
募
集
に
つ
い
て
の
記
事
。 

 
 

き
な
臭
い
動
き
は
注
意
が
必
要
！ 

            

  
 

 

 

９
月
６
日
大
阪
原
水
協
は
正
午
よ

り
近
鉄
上
本
町
駅
頭
で
「
６
・
９
行

動
」
を
実
施
し
ま
し
た
。
１
時
間
足

ら
ず
の
宣
伝
行
動
で
し
た
が
、
１３
人

と
参
加
者
が
多
い
こ
と
も
あ
り
「
ヒ

ロ
シ
マ
・
ナ
ガ
サ
キ
の
被
爆
者
が
訴

え
る
核
兵
器
廃
絶
国
際
署
名
」
が
２６

筆
、
カ
ン
パ
が
千
円
寄
せ
ら
れ
ま
し

た
。
こ
の
行
動
に
は
天
王
寺
、
生
野

平
和
委
員
会
か
ら
も
会
員
が
参
加
し

ま
し
た
。 

 

 

              

 

９
月
１４
日
大
阪
平
和
委
員
会
、
大

阪
原
水
協
、
大
阪
安
保
の
３
団
体
は

来
月
開
催
さ
れ
る
「
日
本
平
和
大
会

イ
ン
三
沢
」
の
参
加
者
（
目
標
４０
人
）

を
広
げ
よ
う
と
１８
労
組
・
団
体
を
訪

問
し
ま
し
た
。 
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[福山功勝さんのヤンバル通信№４] 

茶番！ せっせと働く自衛隊ヘリ 

無駄 無理 無謀 そして無視  

 

高江の森を揺るがす自衛隊ヘリの爆音。見上げれ

ば、「工事用車両」が数十メートルのロープで吊り

下げられて飛んでいる。いったいこれは何や。何な

んや。眼下に広がるヤンバルの森。イタジイやリュ

ウキュウマツ。亜熱帯照葉樹林の緑豊かな森が、は

るかかなたまで広がっている。世界の希少植生物が

５０００種以上いるといわれ、絶滅危惧種と言われ

る貴重な生物も数多く生きている。 

北緯２６度の地球を見渡せば、ほとんどが海と砂

漠。太平洋と東シナ海に囲まれた、この沖縄の島の

ような多様な生物が棲む緑の島は、ここより外に無

いことがわかる。地球上の命の島。地球の宝物。３

３番目の日本の国定公園。世界自然遺産を目指す島。 

その上を自衛隊の大型ヘリコプターが、米軍基地

を造るためにせっせと働く。それも「未亡人製造機」

と言われる「オスプレイ用ヘリパッド」を造るため

に。 

地上では「森を守れ、命を守れ、私たちはただ平

和にこの森で暮らしたいだけ」「森が泣いている」

「戦争は嫌だ」と、１５０名の住民と全国からの支

持者が集まって、やんばる、頑張る、と踏ん張って

いる。 

現場は県道７０号線が一本走るだけ。そこに毎日

「大名行列」と揶揄される光景が出現する。建設資

材を積んだ大型ダンプ１０数台を工事現場に入れさ

すために、その前後にパトカー、警察車両、そして

「かまぼこ」と呼ばれる装甲車（弾圧のための機動

隊員が５００名乗っている）、更に防衛省の職員、

民間のガードマンなどの車が延々と続く。 

これほどまでして、アメリカのために、日本の血

税を浪費し、環境を破壊し、住民を弾圧し、民意を

無視する。民主主義とは名ばかりの日本の「今」が

現実としてある。 

これが美しい国つくりの基礎かつ鉄則だそうだ。 

回文 ヤンバル聞いて見て生きる番や 

「やんばるきいてみていきるばんや」 

百
聞
は
一
見
に
如
か
ず 

 
 
 
 

高
江
に
い
っ
ぺ
ん
来
い
や 

ノ
リ
カ
ツ
さ
ん
の
ヤ
ン
バ
ル
通
信 

 

←ヤンバル上空を飛ぶ自衛隊大型ヘリ 


